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施⼯BIMのインパクト｜今年で8年⽬です
◎ 今年もWEBセミナーになりました（本年は公開録画あり）

施⼯BIMのインパクト2017

⽣産性向上の未来を拓く

2017.08.02 ＠東京

2017.08.04 ＠⼤阪

主催︓⽇刊建設通信新聞社

参加者︓
538名＠東京
180名＠⼤阪

参加者︓
453名＠東京
203名＠⼤阪

施⼯BIMのインパクト2018

⽣産性向上の未来を拓く

2018.11.28 ＠東京

2018.11.30 ＠⼤阪

主催︓⽇刊建設通信新聞社

参加者︓
650名＠東京
250名＠⼤阪

施⼯BIMのインパクト2019

⽣産性向上の未来を拓く

2019.11.20 ＠東京

2019.11.22 ＠⼤阪

主催︓⽇刊建設通信新聞社

視聴者︓
2,189名
※オンデマンド期間含む

施⼯BIMのインパクト2020

2020.12.04 ＠WEB

主催︓⽇刊建設通信新聞社

視聴者︓
1,210名
※オンデマンド期間含む

施⼯BIMのインパクト2021

2021.11.25〜2021.12.28

＠WEB

主催︓⽇刊建設通信新聞社
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建築BIMを建築⽣産で考える段階になった

図版出典︓国⼟交通省HP

 BIMの導⼊はICT（ツール）の導⼊と別レイヤで考える

▷単にBIMモデルを作成するのが⽬的ではなく、業務の変化に着⽬

 どのように活⽤して誰がメリットを享受するのかを考える

▷BIMのメリットではなく、建築⽣産プロセスのメリットを追求

 発注者側も同じ⼟俵に⽴って考える

▷発注者側のデジタル情報を活⽤するメリットを⼀緒に討議

部分最適から全体最適への移⾏

『ガイドライン（第２版）』p16

（設計BIM・施⼯BIM） （建築BIM）
◎
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◎ ワークフローを意識している
建築生産全体 設計段階 設計施工一貫方式 施工段階 維持管理・運用段階

建築BIM推進会議
2020.03（第1版）
2022.03（第2版）

建築設計三会
2021.10（第1版）

⽇本建設業連合会
建築BIM合同会議
2022.05（第1版）

⽇本建設業連合会
BIM部会
2021.03

⽇本ファシリティ
マネジメント協会

2019.01

様々な⽴場からガイドラインが公開
今回着⽬するポイント︕
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設計施⼯⼀貫⽅式におけるBIMのワークフロー2

【実施時期】2021年12⽉10⽇〜2022年3⽉10⽇
【実施対象】⽇建連建築本部会員企業72社
【回答状況】40社／72社（回答率︓56％）
【主な調査内容】

① BIM活⽤・展開状況や、導⼊後抱えている課題等を把握
② プロジェクトを通したBIM推進状況を把握する

解説の⼀部は『BIM活⽤の実情把握に関するアンケート』の
結果と関連付けています。調査結果は⽇建連HPで公開中です。

建築本部 建築BIM合同会議は⽇建連内の部会を横断して、
建築BIMを検討する会議体です。
構成メンバー︓
建築設計委員会 設計企画部会
建築⽣産委員会 施⼯部会、設備部会、BIM部会
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BIM/ICTの基盤づくりに必要な要素
◎３つの要素が複雑に関連している

❸標準化された業務を
展開する体制（⼈材）

❷BIMデータを
連携する

ワークフロー
❶BIMデータ
作成の標準化

・全体の進め⽅
・設計と施⼯の連携
・専⾨⼯事会社との連携
・事前準備
・施⼯計画BIM
・施⼯図BIM
・製作図BIM
・総合図BIM
・ICT建築⼟⼯
・周辺技術（xR）の活⽤
・図⾯作成

など

・テンプレート
・オブジェクトライブラリ
・必要な属性項⽬
・図⾯作成
・プログラム開発
など

・社内マニュアル
・社内教育
・社内研修制度
・HP（情報発信）

• 内製︓◯
• 外注︓◯

• 内製︓◯
• 外注︓◯

• 内製︓◯
• 外注︓✕

どのレイヤの⼈材か
・BIMマネージャー
・BIMコーディネーター
・BIMモデラー
・BIMプログラマー

• 内製︓◯
• 外注︓◯
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FAQ︓⽇建連の建築BIM

設計施⼯⼀貫⽅式に着⽬した理由を教えてください。

会員企業における設計施⼯⼀貫⽅式の⽐率※が
55.6％（昨年⽐＋2.8P）になっています。

今後は設計と施⼯のデータ連携が必要不可⽋
と考えています。そこで、最初に総合建設会
社における部⾨間連携に着⽬しました。

FAQ101

※「（⼀社）⽇本建設業連合会 建築設計部⾨年次アンケート2021」、⽇本建設業連合会、2022.03



9

建築⽣産全体でデータの連携を考える
◎パターン④に加筆修正や提⾔（留意点）を記載

▲ 国交省によるBIMワークフロー
パターン④

▲ ⽇建連によるBIMワークフロー
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具体的な留意点は８項⽬です。
◎項⽬ごとに解説を加えています（継続課題も含む）

提⾔01｜業務区分（ステージ）の考え⽅
提⾔02｜作業期間の明確化
提⾔03｜EIR（BIM発注者情報要件）の作成
提⾔04｜BEP（BIM実⾏計画書）の作成
提⾔05｜施⼯への設計BIMモデルの受渡し
提⾔06｜施⼯BIMの進め⽅
提⾔07｜BIMを活⽤した⼯事監理の進め⽅
提⾔08｜維持管理・運⽤BIM作成

今回着⽬する
ポイント︕
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FAQ︓設計と施⼯のデータ連携

設計者から施⼯者にデータは引き渡されていますか。

設計施⼯⼀貫⽅式︓約22％でデータ連携

設計施⼯分離⽅式︓約 7％でデータ連携

設計部⾨から施⼯部⾨に正しいデータが引き
渡される環境ができつつあります。

FAQ102
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設計から施⼯へのデータ連携が始まっている

【全体の活⽤度合い】 （n=40）
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設計施⼯⼀貫⽅式の場合
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設計施⼯分離⽅式の場合
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◎ BIMの導⼊年数が増えるほど連携が増えている
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FAQ︓設計者が発⾏する引継書

施⼯部⾨から⾒て設計部⾨の引継書に記載が望まし
い項⽬はありますか。

ケースバイケースですが、あります。

BIMデータのどこまでを信⽤して良いのかを
容易に判断できる情報が欲しいです。⼀⽅で
設計図⾯とBIMデータの乖離が⼤きい場合は、
参考としてしか使⽤できない場合があります。

FAQ103
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データ引き渡し時に明確にして欲しい項⽬（例）
◎EIR とBEP においてケースバイケースで決めることが前提

① 作成範囲（意匠・構造・設備毎かつ部位別）

② 詳細度
③ 図⾯との整合性
④ 引き渡しのデータ形式
⑤ 属性情報の扱い
⑥ データの正確性（施⼯者はどこまで信⽤して良いのか）

⑦ 意匠・構造・設備の⼲渉確認の有無

⑧ データの不確定要素のリスト化
⑨ BIMデータ構成（各部⾨が個別にモデルを作成して

いる場合は各ファイルがどのようにリンクされている
かが分かる資料）

⑩ BIM モデルの命名規則
⑪ 設計段階で使⽤したソフトウェアとその

バーション
⑫ 複数棟ある場合は敷地全体の原点位置、お

よび各棟の原点位置情報



15

FAQ︓施⼯部⾨が設計データに望むこと

施⼯部⾨が望む設計BIMデータを具体的に教えてく
ださい。

主に以下の項⽬がポイントです。
① 意匠＋構造＋設備（電気・機械）の空間調整がさ

れている

② 設計図書（図⾯）とBIM データの整合性が確保
されている

FAQ104
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施⼯部⾨が望む設計BIMデータ（例）
◎BEPにおいてケースバイケースで決めることが前提
①意匠＋構造＋設備（電気・機械）の空間調整がされている

▷ 天井⾼さの変更なし｜設備諸室・屋上スペースの確保｜荷重条件｜設備縦系統｜など

② 設計図書（図⾯）とBIM データの整合性が確保されている
▷ ⾷い違いが多い場合は最初から作成する場合の⽅が効率的

③ 設計段階の確定事項と未確定事項がBIMモデル上で可視化されている
▷ 懸案事項、未確定事項を次⼯程に引き継ぐ

④ 設計段階で確定させたデジタル情報は、該当箇所だけのBIMデータでも良い
▷ 正しいデータが欲しい（部分的でも良い）

※ 施⼯段階の「総合図（総合的施⼯図⽤基本設計図）」は設計段階において意匠・構造・設備の整合性がチェック及び調整済みが⼤前提。
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FAQ︓設計部⾨でのデータ活⽤

そもそも設計部⾨におけるBIMデータの作成割合を
教えてください。

意匠設計 ︓約35％で設計BIMデータ作成

構造設計 ︓約29％で設計BIMデータ作成

設備設計 ︓約19％で設計BIMデータ作成

3部⾨整合性︓約23％で整合性の確認

FAQ105
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意匠が先⾏し構造と設備が追従する
【全体の活⽤度合い】

＜導⼊6年以上＞＜導⼊6年未満＞
【平均活⽤率※】
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FAQ︓施⼯部⾨でのデータ活⽤

施⼯部⾨におけるBIMデータの作成割合を教えてく
ださい。

施⼯部⾨︓約47％で施⼯BIMデータ作成

施⼯計画や⼲渉チェック、納まり確認への適
⽤が多く⾒れれます。⼀⽅、数量把握に関し
ては躯体（鉄⾻含む）での取組みは⾒られま
すが、仕上や設備は低調の模様です。

FAQ106
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導⼊年数が⻑いほど作成割合が⾼い
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FAQ︓施⼯部⾨でのデータ活⽤

施⼯部⾨における活⽤は進んでいますか。

進んでいます。⽬的や取組み⼯種に⼤きな変
化は⾒られませんが、図⾯化に進展が⾒られ
ます。
・各種会議︓活⽤場⾯の約3割が計画検討や図⾯調整
・⼯種 ︓鉄⾻・衛⽣・空調が中⼼
・図⾯作成︓躯体図を約14％が作成

FAQ106
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施⼯図作成とBIMデータの連携が⾒られる
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▷BIMモデル合意が定着
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（n=40、複数回答） （n=40、複数回答） （n=40）



23

おわりに3



BIMに
取組む必要がある

BIMに
取組む必要がない

新しい建築⽣産の在り⽅を
提案できる

新しい建築⽣産の在り⽅を
提案できない 24

可視化の定着や新たに図⾯化が加速の模様
◎ BIMに取組むのが⽬的ではなく、⽣産性向上、DX等を⽬指すのが⽬的では……

モチベーション軸

能⼒軸



BIMに
取組む必要がある

BIMに
取組む必要がない

新しい建築⽣産の在り⽅を
提案できる

新しい建築⽣産の在り⽅を
提案できない 25

作成することではなく何が変わるのかを⽰す時

BIMデータのマネ
ジメントが建築⽣
産プロセスを良い
⽅向に向かわせる

ゾーン

BIMモデルは作成
するが活⽤の⽬的
を説明できない

ゾーン

理解できるが⾯
倒なことはした
くないゾーン

現状で良い
ゾーン

この領域の在り⽅
をそろそろ主題に
する時期がきた︕

多くの⼈はこの領
域で概要説明をし
がち︖︕

この領域の⼈材の
やる気スイッチを
ONにする必要

論外
ここにアプローチ
をしても動かない

⽬的

⼿段

◎⽬的と⼿段を明確に分けた説明はビジョンが共有しやすいのではないか
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「1」のゾーンの在り⽅を⽰すとき（例）

従来の伝え⽅
（４の領域）

新たに共有すること
（１の領域）

新しい建築⽣産プロセス
（このビジョンを共有・浸透させ

る必要あり）

新たに必要となる
デジタル技術（案）

BIMから数量がでます︕
設計者が概算数量を把握し、設
計完了時に予算との乖離を減ら
したい

発注者︓
設計⾒直し作業が低減
設計者︓
設計図書の修正作業が低減
施⼯者︓
VE、CDの提案作業が低減

数量 ︓
⾯積の算出システム
コスト︓
合成単価・複合単価のDB

設計段階で⼲渉チェックや
整合性が確保できます︕

設計図書の精度を向上させ、質
疑対応の作業を減らしたい

設計者︓
質疑対応や計画変更作業の低
減
施⼯者︓
質疑対応や設計変更対応低減

３部⾨︓
⾃動⼲渉チェックシステム
（部分的でも可）

フロントローディングによ
り施⼯図を設計段階から作
成できます︕

モノ決め⼯程を前倒しして、製
造・加⼯⼯程を確保したい

設計者︓
承認の催促から解放
施⼯者︓
製造⼯程確保（働き⽅改⾰）

設計者・施⼯者︓
デジタルデータ承認システム

⼿段 ⽬的

※ DX︓将来の成⻑、競争⼒強化のために、新たなデジタル技術を活⽤して新たなビジネス・モデルを創出・柔軟に改変すること（経済産業省）

◎結果としておのずとDX※の世界に近づくのではないか｜共有できる⽬的を設定
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本セミナーにおける各セッションの位置づけ

BIMの推進施策
佐藤⼯業（福島県）

ライフサイクルコンサ
ルティングの事例
荒井商店・⽇建設計・⻄松建設

⽊造建築における施⼯
BIM

コーナン建設（⼤阪府）

GCとSCのデータ連携
⼤林組・新菱冷熱⼯業

国の施策・⽅向性
国⼟交通省

BIMの現在位置
⽇建連

ライフサイクルコンサルティング

施⼯

事例

地⽅で
の展開

現状
今後

2⇒１の領域

４⇒１の領域

1の領域
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資料の公開先｜⽇建連BIM部会




